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１ 構成について 

○ 計画骨子（案）中の「二次保健医療圏ごとの状況」の構成を記載 

 

○ 全圏域同じ構成で、以下の形式を取る。 

 

 

・ 「（１）人口・高齢化率の推移」で、 

① 圏域の人口・面積・人口密度、 ② 将来人口推計・高齢化率の将来推計を記載 

 

 

・ 「（２）外来医療資源の状況」で、 

当該圏域について、 ① 外来医師偏在指標と外来医師多数区域であるかを記載 

合わせて、 ② 外来患者の流出入、 ③ 外来医療資源の状況、④ マッピング情報を記載 

 

 

・ 「（３）外来医療機能別の状況」で、  

①ア 夜間・休日における初期救急医療、 イ 在宅医療、 ウ その他の医療機能 に関する

圏域ごとの情報を記載し、「地域の外来医療機能」の状況を可視化  

② 令和元年度第２回目の地域医療構想調整会議等の中で、外来医療に関する地域の意見を聴取

し、二次保健医療圏ごとにまとめて記載予定 

 

 

・ 「（４）医療機器の状況」で、  

① 各医療機器に関する調整人口あたり台数を記載する等し、医療機器の状況を可視化。合わせ

て、 ② 医療機器の共同利用方針を記載 
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２ 具体的な構成（案）について 

（１）人口・高齢化率の推移 

① 人口・面積・人口密度 

東京都総務局「東京都の人口（推計）（補正）」（平成 31年 1月 1日現在）を基に記載   

② 人口・高齢化率の推移（2015年から 2045年まで） 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」 

を基に記載 

  

（２） 外来医療資源の状況  

① 外来医師偏在指標  

 ② 外来患者の流出入  

厚生労働省「医師偏在指標作成支援データ集」から記載 

③ 外来医療資源の状況 

厚生労働省「医療施設調査（平成 29年）」等から記載 

④ 診療所等医療機関の位置情報（マッピング） 

  関東信越厚生局届出情報（令和元年 8月１日現在）を基に作成 

 

  東京都独自のマッピングを行い、二次保健医療圏単位・区市町村単位での可視化 

 

 

（３） 外来医療機能別の状況  

 ① 外来医療機能別の状況 

ア 夜間休日における初期救急医療 

イ 在宅医療  

ウ その他の医療機能  

 （ア）予防接種 （イ）学校医 （ウ）産業医 等 

厚生労働省「医師偏在指標作成支援データ集」や「医療施設調査」等から「地域の外来医療機能」 

の状況を可視化 

② 外来医療機能の提供状況に関する意見 

     

  地域医療構想調整会議及び地域医療構想調整会議在宅療養ワーキンググループにおいて 

外来医療に関する地域の意見を聴取し記載予定 

 

 

（４） 医療機器の状況  

① 医療機器の配備状況  

② 医療機器の共同利用方針 

各医療機器に関する調整人口あたり台数を記載する等し、医療機器の配備状況を可視化。合わせて、

医療機器の共同利用方針を記載 


